
１３．インシデント・アクシデントレポート職種別提出件数 

 

各年度別で、報告されたインシデント・アクシデントの件数を職種別に分類し示した。

平成 26 年度は、薬剤部の疑義照会をインシデントとしてレポート報告するシステムに変更

したことで、全報告数が急増した。その影響を受け、平成 26年度は各職種ごとの報告割合

が変動した。しかし、実報告件数の推移をみると、報告割合の最多である看護師、重大な

事故に関連する報告の多い医師については、前年度と大きな変動はない。 

インシデントやアクシデントにおいて、重大な事故は侵襲度合いが高い手術や検査にお

いて発生する事が多く、そのため医師の報告は極めて重要な情報となる。当院では手術や

検査において発生した合併症も積極的に報告する体制であり、そのため医師の報告件数の

増加に努めている。 

 

データ提供 医療の質・安全対策部 安全管理室 
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